
 

 

ぶらり 
らい ぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

【書名の後の（）の数字は（請求記号 保管場所 資料番号）です。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問）家庭で犬がどのように飼われていたのかを知りたい。 

（答）図書室にある検索
けんさく

端末
たんまつ

の【なんでも検索】にキーワードを入力します。 

➢ なんでも検索 ⇒ 犬 飼い方 ⇒ 11件 

『主婦の友 第４３巻第５号（昭和３４年５月）』(051/Sh99/43-5 閉架雑誌 

100021228) 犬の小百科［選び方・飼い方・しつけ方］ 

単語を旧仮名遣
きゅうかなづか

いや類義語に変えてみるなどして、他の言葉でも検索してみましょう。 

➢ 犬 飼ひ方 ⇒ 23件 

『犬の飼ひ方 飼ひ方叢書 第１篇』(645/I89 地下書庫和図書 000004957) 

➢ 犬 しつけ ⇒ 39件 

『子供の科学 第２１巻第５号（昭和３３年５月）』(405/Ko21/21-5 閉架雑誌 

100017826) 犬のしつけと訓練 

かつて犬は庭先の犬小屋で、不審者
ふ し ん し ゃ

を追い払
はら

うための番犬として飼われる事が一般的でした。  

➢ 番犬 ⇒ 35件 

『主婦之友 第１９巻第１２号（昭和１０年１２月）』(051/Sh99/19-12 閉架雑誌 

100017989) 番犬の飼ひ方と訓練の仕方の座談会 

また、日本十進分類法（NDC）から検索することもできます。今回は 645：家畜各論で 

検索してみましょう。 

➢ 図書 ⇒ 分類から探す ⇒ 600：産業 ⇒ 640：畜産業 ⇒ 645：家畜各論 ⇒ 30 件ヒット 

『犬の現代史』(645/I42 開架一般 000033149) 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２８１ 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 

 

戦前から戦後のお札の顔  聖徳太子 
 

 令和 6 年（2024）7 月 3 日、20 年ぶりに新しいお札（紙幣
し へ い

）が発行されました。新たな 

肖像
しょうぞう

として一万円札には「近代日本経済の父」と称
しょう

される渋沢
しぶさわ

栄一
えいいち

、五千円札には「女子 

高等教育の先駆者
せんくしゃ

」と呼ばれる津田
つ だ

梅子
う め こ

、千円札には「日本近代医学の父」として知られる 

北里
きたざと

柴三郎
しばさぶろう

が採用されました。そのほか３Ｄホログラムなどの最新の偽造
ぎ ぞ う

防止技術や額面 

数字にアラビア数字を使用するなどデザインが変更
へんこう

され、以前の紙幣と比べると薄
うす

く 

明るい色合いで軽やかな雰囲気
ふ ん い き

になっています。 

新紙幣の発行が発表されると肖像に選ばれる人物に関心が高まり、ニュースで盛んに 

取り上げられますが、明治 14年（1881）年に日本で初めて本格的に肖像を取り入れた紙幣 

が発行されて以来、今回を含めると 20 名の人物が採用されています。過去に肖像に使用 

した人物を再度使用してはいけないといった制約はないため、複数回採用される場合も 

ありますが、この中で最も多く紙幣に登場した人物をご存知でしょうか。答えは飛鳥時代の 

十七条憲法や遣
けん

隋使
ず い し

の派遣
は け ん

で知られる聖徳太子
しょうとくたいし

（厩
うまや

戸
どの

豊
とよ

聡
さと

耳
みみの

皇子
み こ

）です。昭和 5年（1930） 

発行の百円札に初登場してから、昭和 33 年（1958）発行の一万円札まで計 7 回登場し、 

昭和 21 年（1946）から昭和 33 年（1958）に発行が開始された 4 種類の紙幣の肖像に採用 

されると、聖徳太子が描かれた複数種類の紙幣が同時期に広く流通することになり、 

「お札といえば聖徳太子」といわれるほど人々に親しまれました。 

 この「お札の代名詞」ともいわれた聖徳太子の肖像に、戦後、紙幣から追放されるという 

危機が訪れます。昭和 21 年（1946）2 月、戦後の急激なインフレを抑
おさ

えるため古い紙幣を 

廃止
は い し

して新紙幣に切り替
か

える新円
しんえん

切替
きりかえ

が行われます。当時、日本はＧＨＱ（連合国軍最高 

司令官総司令部）の占領下
せんりょうか

にあり、軍国主義を排
はい

し民主化政策が推し進められていました。 

新円切替に伴
ともな

う新紙幣にも軍国主義的な肖像を使うことが禁止され、一時は聖徳太子も 

その対象となりましたが、当時の日銀総裁・一万
い ち ま

田
だ

尚
ひさ

登
と

が聖徳太子の「和を以て貴しとなす、 

忤
さから

うること無きを宗とせよ」との言葉から、人々がお互
たが

いを尊重ししっかりと話し合い 

協力して争いごとをおこさないことが大切だと説いた平和主義者の代表であるとＧＨＱを 

説得し、使用の承認を得たといわれています。 

20 年後には新たな通貨が登場し紙幣が無くなる可能性があるため、今回が最後になる 

のではともいわれている新紙幣の発行。次回も肖像の採用が継続
けいぞく

されるのか、今後世界が 

どのように変化していのかを想像するとわくわくしますね。 
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